





A Case study on the use of online system to teach word learning for a child with 





 The covid-19 pandemic has resulted in the restrictions on the implement of face-to-face 
education. This limitation also occurred in special needs education. In this study, we report on 
a case in which we achieved partial success in word learning for a child with intellectual 
disability and autism spectrum disorder with online system. We used the online system to 
review the results of home instructions, and send new stimuli and manuals to request the 
implementation of new instruction or modifications of instruction when it was necessary. 
Finally, based on these results, we discussed the processes that should be considered when 





には教育活動も含まれ、日本でも、2020 年 3 月や 4 月において、学校が全国的に一斉























































（以下 A 児）とその保護者であった。 
A 児は研究開始時 10 歳 0 ヵ月の男児で、特別支援学校（知的障害）の小学部 4 年に
在籍していた。保護者は、A 児の父親と母親で、後述する家庭での学習課題の実施や
その結果の大学とのやり取りについては、主に父親が行った。A 児は、幼稚園在籍時
（生活年齢 6 歳 0 ヵ月）から B 大学のプレイルームにおいて個別指導を月に 2～3 回
程度行っていた。個別指導では主に、コミュニケーション、ルールのある集団遊び、
アカデミックスキル（語い学習等）の習得を目標とした課題から構成され、1 回 45 分














から観察していた。個別指導には主に母親が付き添っていたが、2 ヵ月に 1 回程度父
親も個別指導を観察する機会があった。保護者に対して、大学側から応用行動分析学




























本研究は、前半では B 大学と A 児の家庭、後半は A 児の家庭でのみ実施した。大学
では月に 3～4 回、学内プレイルームで指導者が A 児の側にいる状態で椅子に着席し
て実施した。本指導の所要時間は約 15～20 分程度であった。家庭では、週に 3～4 日
程度、保護者が側にいる状態で実施した（椅子への着席は特に求めない）。全研究期間
は X 年 11 月から X+1 年 2 月までの 4 ヵ月間であった。 
指導する語い（標的とした刺激セット）は、文字との対応関係に関しては未学習








Table 1 本研究で用いた刺激セット 
 
絵刺激
音声刺激 /kasa/ /risu/ /neko/ /budou/ /mikan/ /ringo/
























として「ねこ」「ぶどう」「みかん」「りんご」を用いた（Table 1 参照）。 
教材について見本合わせ課題では、課題のアプリケーションと画面のタッチ操作が
可能なノートパソコン（ASUS 社製 TransBook T100HA）を用いた。アプリケーション
の詳細については後述する。また大学での命名課題や読み課題では、8cm×12cm の絵
カードや文字カードを用いた。絵カードは白色の背景に「かさ」や「りす」のイラス




色背景に A 児の好きなキャラクターを 1 つ描いたページと白色背景に文字（「かさ」
もしくは「りす」）を 1 つ書いたページからなる読み評価用 PDF ファイルを用いた。
読み評価用 PDF ファイルは合計 12 ページからなり、内訳は好きなキャラクターのイ
















おける見本合わせ課題（指導）の 1 試行の流れを Fig.2 に図示する。Fig.2 の上図は、2















Fig.2 見本合わせ課題の 1試行の流れ（上段：絵→文字/下段：音声→文字） 
 
1. 見本刺激（絵）が
1 つ提示される。 3. 学習者は比較刺




























く時などの課題の手続きに関して書いた PDF のマニュアルを送付した。その際、A 児
や保護者にとって無理のない範囲での実施を依頼した。家庭で文字→音声の評価を依














































































ファーレ音と画面上に A 児が好むキャラクターの画像を 1 秒間提示した。また、指導
者も言語称賛した。誤反応の場合は再試行を行った。再試行しても誤反応が 3 回連続
した場合は、次の再試行で指導者が指さしや身体プロンプトにより正反応を促した。1



































































関する項目 4 つ、指導の効果に関する項目 4 つの計 11 項目からなり、それぞれ「全く
思わない」「どちらかと言えばそう思わない」「どちらとも言えない」「どちらかと言え
ばそう思う」「とてもそう思う」の 5 件法で評価を依頼した。具体的な項目の詳細につ








 等価関係のプレテストおよびポストテストの結果については Fig.4 に、本研究全体に














































































































ロック中 5 ブロックで 80%以上の正反応率であった。以上のことから、指導の効果が
みられたと判断した。 
 等価性の 1 回目のポストテストでは、「絵→文字」「文字→絵」「音声→文字」「文字
→音声」の関係について評価した。その結果、「絵→文字」は 75％（6/8）、「文字→




同様の再訓練を 5 ブロック行った後、「文字→音声」の評価（ポストテスト 3）を行っ
たところ、正反応率は 100%（8/8）となった。 
 ２．社会的妥当性の評価の結果 
 社会的妥当性の評価の結果について Table 2 に示す。「全く思わない」を 1 点、「どち
らかと言えばそう思わない」を 2 点、「どちらとも言えない」を 3 点、「どちらかと言
えばそう思う」を 4 点、「とてもそう思う」を 5 点として得点化したところ（逆転項目




































































































































































































































































































































































今後の課題としては以下の 3 点が考えられる。1 つ目は本研究で行われた手続きの
有効性の検証に関する課題である。本研究では手続きを大きく変更する際に、絵→文
字の見本合わせ課題から音声→文字の見本合わせ課題、比較刺激の数を 2 肢から 4 肢
へと同時に変更した。従って、変更後の音声→文字の見本合わせ課題の正反応率の上
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